0. パネルの展開

画面右上の検索窓の横のプルダウンから「拡張設定」を選んで「ページ」をクリック。

0. マージンと行間

「レイアウト」メニュー =>「マージン・段組」=>「マージン」は天・地が18mm
ノド・小口が12mm、段組が2、間隔が5mm、組み方向が縦組み、レイアウト調整を有効にするのチェックをはずす。

行間（23行）：All Select =>「書式」メニュー =>「文字」=> 22H
0.「ページパネル」などが消えた場合

右上の検索窓の左から「初期設定」を選び、「ページ」をクリックする。
1. インデント（156）
「書式」メニュー => 「段落」または「タブ」

2. 行間の設定（104）

「書式」メニュー => 「文字」で「行送り」を変更
Hは写植文字の「歯送り」の「歯」、１H＝0.25ミリで、行送りとは行の端から次の端までの距離、歯送りが22Hということは、その距離が0.25×22＝5.5㎜、級数の1級も0.25ミリなので、12級だと字幅が3㎜なので、行間はそれを差し引いた2.5ミリということになる。http://homepage1.nifty.com/akshiba/dtp/mozi_gyoo.html
3. テキストフレーム（プレーンテキストフレーム）
http://help.adobe.com/ja_JP/InDesign/6.0/WSa285fff53dea4f8617383751001ea8cb3f-6fada.html
1. フォント

本文のファンとサイズの基本は12Q。

フォントは「小塚明朝Pro」で各種タイトルは「小塚ゴシッPro」（章数と氏名は16Q、タイトルは24Q）
4. 図版の取り込み

「ファイル」メニュー =>「配置」で画像を選ぶ。
図版はPhotoshopで準備。

4. キャプション
図版をセレクトしてから、「オブジェクト」メニュー => 「キャプション」（フォントは小塚明朝Pro 、サイズは11Q、行間は16H）
5. 注番号（1桁および2桁の横向きを縦向きに）
句読点をセレクトし、「ルビ」=>「ルビのサイズとフォント」を選び、数字を入れて、一桁の場合は「組数字」を1に、二桁の場合は2にして、フォントサイズは10QにしてOK。ただし、二桁の場合はセレクトし、「書式」メニューから「文字」を選び、横幅を80%に。
ルビが親文字より長いときの調整（123）「文字かけ処理」なし、「親文字間の調整」1-2-1アキ。
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6. 地の文における1桁／2桁半角数字を全角扱いで横向きにさせない
横向きの1桁／2桁半角数字をセレクトし、CPから「自動縦横縦設定」を選び、「組数字」を「0」にする。

7. ダッシュの中央寄せ

ダッシュをセレクトして、「書式」メニューから「文字」を選び、「ベースラインシフト」を1Hにする。

8. イタリック

「書式」メニューから「文字」を選択し、手動でイタリックの角度を20度にする。

8. ページ数の入れ方 (68)
最初にマスターページ（A-マスター右ページ）をダブルクリックし、テキストフレームをページを打つ場所に作成する。ページ下中央であれば、右下の角にテキストフレーム合わせて、横64mm、縦10mmでフレームを作る。次に「書式」メニューから「特殊文字の挿入」、「マーカー」、「現在のページ番号」を選ぶ（Aの文字が作成される、フォントは小塚明朝Pro、サイズは11Q）。数字が横向き（Aの文字の横向き）になっていても、そのままマスターページのページ数をセレクトし、「自動縦横縦設定」で3桁を選んでおく（欧文もチェックを入れる）。最後にページをセレクトして中央に位置させる（縦書きでは上下の中央に位置する）。センタリングする。見開きの逆のページ（縦書きであれば、左側の奇数ページ）の設定を同じようにする。各章の扉絵のあるページ数を削除するには、Ｔではなく↑を選んで、Shift+Ctrl でページの枠をセレクトし、削除すればよい。
8. 柱（ヘッダー）の入れ方 (QuickReference56)

マスター頁をダブルクリック、テキストフレームで枠の作成（122mm×6mm）、文字入力（縦横縦設定でチェックを入れ、センタリング）。扉の頁の柱は、Shift+Ctrl でページの枠をセレクトし、削除すればよい。フォントの設定（小塚明朝Pro、サイズは11Q）。最初の2ページで柱がずれる場合は、Shift+Ctrl で移動させる。
8. 傍点

小塚明朝Pro、サイズは5Q。

8. ルビ
MS明朝6Q （小塚明朝Proでは中黒が大きくなる）

8. 注番号

小塚明朝Pro、サイズは8Q。
8. 柱の位置が定まらない（両端にジャストしない）場合
「レイアウト」メニューから「マージン・段組」を選び、天地18mm、左右16mm、段落数2、間隔5mm、縦組みで設定する。
